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「行頭に置いてはいけない」などの特別なルール（禁則）を持った
文字や記号を正しく記載するために、文字の組み方を調整することです。

■

　「特別なルール」という時点で、「なんだか難しそう」と尻込みされてしまうかも

しれませんが、例えば、このようなルールを持った記号の中で、多くの方になじみ

深いものとして句点（。）や読
とう

点
てん

（、）があります。

　これらの記号は、もともとの日本語の表記にはなかったもので、本格的に取り入

れられたのは、昭和 20年代（’45～’54）のことです。

　もともと句読点は、文字の扱い方や文体が変化する中で、「文を読みやすく、分

かりやすくしたい」という配慮から生まれたものでした。つまり、これは文章を手

掛ける人から、読む人に対しての「おもてなし」の心が生んだルールだった
のです。

■

　一方、現代ではこれらの記号にまつわるルールは、組版の分野に

おいては、コンピューターの登場によって、「設定さえ合っていれ

ば、あとは機械が自動的にやってくれるもの」というような認識に

変わってきているようにも感じられます。結果として、これらの

ルールに対しては「手っ取り早く効率的に」というような、効率重視
の考えになりがちです。

　しかし、こういったルールが本来持っているはずの意義や役割を理解したうえ

で、効率的な仕事の進め方を考えるのと、そうでないのとでは、制作物の品質に差

が出ることは間違いありません。

　これまでに本誌が取り上げてきた各種の学習内容と同様に、今一度「禁則処理」

についても、

「どうしてそうするのか」
「どういう役割を果たしているのか」
ということを知ることによって、文字を扱う仕事に対して、さらなる意義を見いだ

すことができ、もっと楽しく係わることができるはずです。
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　約物の分類のしかたには様々なものがありますが、分

かりやすさを重視しつつ、本誌独自の分類をしてみまし

た。こうして、一つひとつの役割を見てみると、普段な

にげなく使っている約物の意味合いは非常に大きいもの

であることが分かります。

　これらの約物の役割を総括すると、その主要な目的

は、「文の内容・構造を視覚的に分かりやすくし、読解

を補助すること」です。しかし、これらを文中のどこに

置くかによっては、逆に文章を読む上で無意味な「引っ

掛かり」になってしまうことが考えられます。

　そこで必要になるのが、次項で詳しく紹介する「禁

則」というルールです。

　繰り返し点（ゝヽ々）は、直前の文字の「繰り返し」

を意味する記号、その他のものは特定の単語を省略した

記号です。繰り返し点に関しては、書き文字の風習を踏

襲したもので、他の約物に比べると、特筆すべき効用が

ありません。それ以外の省略記号は、「文字数の減少」

「簡略化」などの効用があります。

　前述したように、多くの約物は文字の成立

と同時に生まれたわけではなく、文字や文体

が変化していく過程で、必要に応じて増えて

いきました。約物の一つひとつに意味があ

り、それぞれが文中で文や単語を

　「区切る」「くくる」「繋ぐ」「省略する」

といった役割を果たしています。それぞれの

役割や特徴について見ていきましょう。

　文を記述する際に用いられる記号の中には、「行頭に置いてはいけない」な
ど、特別なルールが約束されているものがあります。これらの記号は「約物
（やくもの）」と言って、かつては印刷用語で「締めくくるもの」という意味が
あったようです。
　記号の中でも「※○△□」などのように、特別なルールがないものを「印物
（しるしもの）」と言いますが、これらの記号も含めて「約物」とすることもあ
ります。

約物ってナンだ!?

　文節や単語間で区切る役割を果たします。ここに挙げた

約物の中で、疑問符（？）と感嘆符（！）以外の約物は、1

字分の幅（縦組みでは高さ）がなく、前や後ろに余白を

とって 1字分とします（詳細は本誌 1号の P 8-9『組版に

おけるアキの意味を考える』を参照）。

　それぞれの区切りの強度には差があって、例えば、句点

と呼ばれるマル（。）、ピリオド（．）は、いずれも一つの

文の終わりに入れるものです。よって、この中では、一番

区切りの強度が強い約物と言えます。

　さらに、句点以上の強度で区切りを付けたいという場合

には、約物を入れて文を続けるのではなく、次の行へと改

行し、新しい段落を作ることになります。つまり、区切る

役割を持った約物は、改行・改ページ・章などの「大きい

区切り」に対しては、「最小単位の区切り」と捉えることが

できるわけです。

　マルやピリオドとは逆に、この中で区切りの強度が最も

弱いのは、中
なか

黒
ぐろ

（・）です。例えば、中黒は「リズム・ア

ンド・ブルース」というように、外来語をカタカナで表記

した場合にも使われます。この場合は単語間を区切る役割

だけでなく、繋ぐ役割も兼ねていることになるため、句読

点などに比べると、区切りの強度が弱いことになります。

主な区切る約物　
、。，．・：；？！

　「かっこ類」と呼ばれるもので、ほとんどの場合、二

つで一対という扱いをします。文中で、くくりたいもの

の前後に入れると、くくられたものが、文中で独立した

扱いになります。

　始まりに入れるものを「起こし」、終わりに入れるも

のを「受け」と言い、これらを単独の約物として捉えた

場合には、前後の文字に対して、区切る役割を持ってい

ることになります。

　そのため、それぞれの約物は、句読点などの区切る約

物と同様に、半角分の幅（縦組みでは高さ）となってお

り、前後の余白を含めて 1字分とします。

　かっこ類もそれぞれの区切りの強度に差があります。

出版社や書籍ごとに扱いが異なる場合が多いので、一概

には言えませんが、一般的には、かぎかっこ（「 」）や

ダブルミニュート（〝 〞もしくは〝 〟）は、会話文や強

調したい語句に使われることが多く、区切りの強度が強

い傾向にあります。

　一方、かっこ（（ ））や山がた（〈 〉）などは、本文に

付随する、補足的な内容を記述する際に用いられること

が多いため、他のかっこ類に比べると、区切りの強度が

弱い傾向にあると言えます。

主なくくる約物
「 」『 』‘ ’ “ ”＂ ＂
（ ）【 】〔 〕［ ］〈 〉

主な省
略する

約物　

ゝヽ々
％￥＠

〒＃＄

主な繋ぐ約物 ─ …
　前後の文や単語を繋ぐ役割を持っています。「区切る約

物」の中で紹介した中黒とは異なり、区切る性質は弱いた

め、いずれも全角の幅（縦組みでは高さ）となっています。

　ここに挙げたダーシ（─）と 3点リーダー（…）は、

文や単語を省略する際に使用されることもあり、「─」

「……」というように、2字分で使われることが多いとい

う共通点もあります。
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し、中黒（・）は行頭禁則であって

も、箇条書きの際には、行頭に置か

れることもあり、行頭に置くことを

許容する場合があります。

　これは中黒の「区切りの強度が

比較的弱い」という性質と「句読

点やかっこ類とは異なり、前と後ろに 4分アキを入れて

1字分とするため、行頭に置いても安定して見える」とい

う性質に起因するのではないかと考えられます。

　それでは、「中黒と同様に、前後に 4分アキを含むコロ

ン（：）、セミコロン（；）も同じ扱いをするのでは」と

思った方もいるかもしれませんが、これらはもともと欧文

から拝借したものなので、欧文のルールに従って行頭禁則

となります。

　③④は、直前に文字がなければ発音することができない

ため、行頭には相応しくありません。また、横組みの音引

き（ー）にいたっては、前の文字と分断されると、漢数字

の「一」と見分けがつかないこともあります。

　また、拗促音に関しては、通常の文字よりも小さいた

め、行頭に置くと安定して見えないという理由もあるので

はないかと思われますが、これらの文字・約物は、行頭に

置くことを許容する場合もあります。これは単独では発音

できないものの、見た目では、一つの文字として認識する

ことができるからではないかと考えられます。

　残るは⑤の「その他の特別な文字」としている「ヶ」

「ヵ」は「1ヶ月」というような表記に使われる文字です

が、これらの文字は拗促音と扱いが異なるようです。とい

うのも、本来の「ヶ」は「箇」の「⺮」からとったもの

で、カタカナの「ケ」を小さくしたものではなかったので

す。なので、「ヶ」は直前に文字がなければ意味をなさな

いため、行頭禁則に該当しているのでしょう。また、拗促

音と同様に、行頭に置くと安定して見えないというのもあ

るかもしれません。

　「ヵ」の方はというと、「ヶ」が作られたあとで、単純にそ

の読みから作られた文字のようです（なので、一部では

「ヵ」という表記は「安直に作られた間違った文字である」 

という指摘もあるようです）。このような背景から「ヶ」 

「ヵ」は、拗促音と別扱いと考えるのが、本来の形なのかも

しれません。しかし、現状は拗促音と同じような扱い方が一

般的なので、拗促音を行頭に置くことを許容する場合には

「ヶ」「ヵ」も同様の扱いをするのが良いかもしれません。

■主な行頭禁則文字

①区切る約物　、。，．・：；？！

②くくる約物（受け）　」 』 ’ ” 〞 ） 】 〕 ］ 〉

③省略する約物　ゝヽ々

④直前の文字と発音する文字・約物

　ぁぃぅぇぉゃゅょゎァィゥェォャュョヮ（拗
よう

音
おん

）

　っッ（促
そく

音
おん

）　ー（音
おん

引
び

き）

⑤その他の特別な文字　ヶヵ

　①②は、必ず文や単語の後ろになければ、役割を果たす

ことができないので、行頭には相応しくありません。ただ

さに配慮したものだと考えられます。体裁によっては、2

ケタずつの分離を許容する場合もあるようです。

　連数字の表記には、小数点のピリオド（.）や、位取り

のカンマ（,）が入ることがあります。「ピリオドやカンマ

は行末禁則ではないから、ここで切っても良いのでは」と

思われるかもしれませんが、この場合はピリオドやカンマ

も含めて分離禁止とします。

　さらに、数字は前後に入る記号（主に単位を表わす）と

も分離禁止です。例に挙げた約物以外にも、「度」を表わ

すテグリー（°）、「分」を表わすプライム（́ ）など、多

数の単位記号が存在するので注意が必要です。ちなみに、

この分離禁止は単位を「％」や「㍍」のような約物、もし

くは「kg」というようにアルファベットで記述する場合

に限ったことで、「キログラム」というように通常の文字

を使う場合には、分離禁止にする必要がありません。

　なお、③は「行頭禁則文字」「行末禁則文字」として挙

げられることもありますが、今回の取材で使用した古い資

料では、これらの約物を禁則文字としているものはありま

せんでした。該当する約物が一般化していなかった、とい

う可能性も考えられますが、それよりも他の約物に比べ

て、禁則文字とする理由付けが弱いのが気になります（特

に単独で使用した場合。あまりないかもしれませんが）。

なので、これらはすべて、数字との分離禁止を意図した禁

則ではないかと考えられます。

■主な行末禁則文字

くくる約物（起こし）　「 『 ‘ “ ＂ （ 【 〔 ［ 〈

　「くくる約物（起こし）」は、必ず対象の文や単語の直前

になければ、役割を果たすことができないので、行末には

相応しくありません。

■主な分離禁止文字

①繋ぐ約物　─…

②連数字 0123456789（アラビア数字）

（以下は数字との分離禁止）

③省略する約物　￥＠〒＃＄％

④単位を表わすアルファベットや約物　kg mm ㍍ ㌘

　『約物ってナンだ !?』（P 80-81）でも紹介したよう

に、①のダーシ（─）と 3点リーダー（…）は、2字分で

使用されることが多いですが、この際に連続した約物を 2

行に渡って分割してはいけません。このことを「分離禁

止」と言います。

　これは 2字分で一つの文字という扱いになるためです

が、そもそも、2字分のダーシは金属活字の時代には、活

字自体が 2字分の大きさで作られており、分割して組む

のが不可能だったようです。ここでは挙げていませんが、

縦組みで使用する大返しなども同じ理由から分離禁止とな

ります。

　ちなみに、3点リーダーの方は、金属活字の時代から 2

字分の活字だったわけではなく、古くから分離禁止を許容

することがあったようです。その風習にならってか、現在

でも 3点リーダーは分離を許容することがあります。

　連数字も分離禁止の対象ですが、これは数字の数えやす

　禁則について簡単にまとめてみましたが、「許容する場合がある」など、曖昧な表現が多いと感じられたか

もしれません。しかし、前述したように約物の扱い方は、出版社や書籍ごとに異なった慣習にならうことも

多く、後述する様々な要素に絡んでくる内容でもあるので、一概に断定できるものではありません。ただ

し、どんな性質の組版においても、これらの扱い方を一つの印刷物の中で一貫させるのは最低限のルールと

なります。

　また、様々な慣習に従う場合にも、約物や文字が本来持っている役割を押さえておくことが重要です。約

物や禁則の扱いは、クライアントの意向で決まる場合も多いかもしれませんが、そういった場合にも、次項

以降でご紹介する「調整の方法」との兼ね合いを含めて判断する必要があります。

　禁則には、

　「行頭禁則（行頭に置いてはいけない）」
　「行末禁則（行末に置いてはいけない）」
　「分離禁止（分離させてはいけない）」
という三つのルールがあります。
　これらのルールは前の項でも考察したように、
「対象の文字や記号を正しい位置に置き、本来の役
割を保つ」ことが最大の目的となります。
　禁則の対象となるのは、約物と呼ばれる記号だけ
ではなく、特定の文字にも適用する場合があるの
で、合わせてご紹介します。

Roles
and

Rules
役割から考える禁則

こう考えると、中黒は
行頭全角が基本と言え
るのではないだろうか。

2
字
以
上
の
文
字
を
繰
り
返
す
…

大
返
し
だ
！

〳
〵



・
 端
数
を
調
整
す
る
際
に
、
行
末
の
文
字
を
次
行
の
行
頭
へ

送
る

・
追
い
出
し
を
し
た
行
は
「
字
間
が
空
く
」

・
 端
数
を
調
整
す
る
際
に
、
次
行
か
ら
行
末
に
文
字
を
持
っ

て
く
る

・
 追
い
込
み
を
し
た
行
は
「
約
物
の
前
後
の
ア
キ
や
字
間
が

詰
ま
る
」

・
 文
字
間
を
詰
め
る
追
い
込
み
は
、
写
植
が
作
ら
れ
、
活
字

の
ボ
デ
ィ
が
仮
想
の
も
の
と
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
編
み

出
さ
れ
た
調
整
方
法

　「
追
い
出
し
」
や
「
追
い
込
み
」
と
セ
ッ
ト
で
覚
え
て
お

き
た
い
も
の
と
し
て
、「
ぶ
ら
下
げ
組
み
」
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
も
行
の
調
整
に
係
わ
る
も
の
で
、
行
頭
に
配
置
さ
れ

る
句
読
点
を
前
の
行
末
の
後
に
、
は
み
出
さ
せ
て
組
む
も
の

で
す
。
か
つ
て
は
、
縦
組
み
に
の
み
適
用
で
き
る
組
み
方

だ
っ
た
よ
う
で
す
が
、
現
在
で
は
横
組
み
で
の
ぶ
ら
下
げ
組

み
も
一
般
的
と
な
っ
て
い
ま
す
。
句
読
点
以
外
の
約
物
に
は

適
用
さ
れ
ま
せ
ん
が
、
ぶ
ら
下
げ
組
み
を
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
行
の
調
整
箇
所
を
減
少
さ
せ
る
こ
と
で
き
る
と
い
う
利

点
が
あ
り
ま
す
。

ぶ
ら
下
げ
組
み

追
い
出
し

追
い
込
み

0  8  4 0  8  5

　
ど
ち
ら
の
調
整
方
法
も
一
長
一
短
が
あ
り
ま
す
が
、
い
ず
れ
も
「
複
数
の
行
頭
・
行
末
を
揃
え
て
見
せ
る
」「
可
読
性
を
保
つ
」

と
い
う
趣
旨
に
基
づ
く
処
理
で
す
。
よ
っ
て
、
処
理
に
あ
た
っ
て
は
、
調
整
し
た
行
を
「
目
立
た
せ
な
い
」
こ
と
が
大
前
提
と
な
り

ま
す
。

　
か
つ
て
の
組
版
に
お
い
て
は
、
ど
ち
ら
か
の
処
理
方
法
し
か
で
き
な
い
時
代
も
あ
り
ま
し
た
が
、
現
在
の

D
TP
の
編
集
ソ
フ
ト

で
は
、
二
つ
の
方
法
を
併
用
す
る
こ
と
も
可
能
（
し
か
も
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
が
自
動
で
行
っ
て
く
れ
る
）
で
す
。
状
況
に
応
じ
て

調
整
が
目
立
た
な
い
処
理
方
法
を
選
択
す
る
こ
と
が
可
能
な
の
で
、
調
整
に
関
し
て
は
、
よ
り
美
し
い
組
版
が
可
能
な
環
境
と
言
え

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
が
自
動
で
処
理
を
し
て
く
れ
る
に
し
て
も
、
そ
の
設
定
を
す
る
の
は
、
結
局
は
人
の
手
に
よ
る
も
の
で
す
。
ま

た
、
例
え
設
定
を
完
璧
に
し
た
と
し
て
も
、
す
べ
て
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
任
せ
と
は
い
か
な
い
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。
今
一
度
こ
れ
ら

の
調
整
方
法
の
注
意
点
に
つ
い
て
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

T
H

E
 
M

E
T

H
O

D
S

 
O

F
 
C

O
N

T
R

O
L

調
整
の
方
法

禁
則
処
理
な
ど
に
よ
っ
て
、
行
に
端
数
が
生
じ
る
場
合

（
1
行
の
字
詰
め
が
本
文
の

Q
数
で
割
り
切
れ
な
い
状
態
）
に
は
、

字
詰
め
の
調
整
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

調
整
方
法
に
は
、

「
追
い
出
し
」
と
「
追
い
込
み
」

の
二
つ
の
方
法
が
あ
り
ま
す
。



追
い
出
し
の
注
意
点

　
文
字
・
約
物
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
っ
て
は
、
必
ず
「
ベ
タ

組
み
」
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
も
あ
り
ま
す
。
追
い

出
し
を
す
る
際
に
は
、
調
整
を
し
た
行
の
中
で
、
こ
れ
ら
の

文
字
・
約
物
の
間
が
空
い
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
る
た
め
注

意
が
必
要
で
す
。
空
い
て
は
い
け
な
い
文
字
・
約
物
の
組
み

合
わ
せ
に
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

①
 半
角
約
物
で
前
後
の
文
字
と
ベ
タ
組
み
に
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
も
の

　
例
）
■
。

 （
文
字
＋
句
読
点
）  

×
 ■

 。
 

　
　
　「
■
　（
起
こ
し
の
か
っ
こ
類
＋
文
字
）  

×
 「

 ■
 

　
　
　
■
」　
（
文
字
＋
受
け
の
か
っ
こ
類
）  

×
 ■

 」

②
 前
後
を
ベ
タ
組
み
に
す
べ
き
半
角
約
物
が
連
続
し
て
い
る

も
の

　
例
）  
。」
　（
句
読
点
＋
受
け
の
か
っ
こ
類
）  

×
 。

 」

　
　
　
」。

 （
受
け
の
か
っ
こ
類
＋
句
読
点
）  

×
 」

 。

　
　
　「
『
　（
起
こ
し
の
か
っ
こ
類
が
連
続
し
た
も
の
）  
×

 「
 『

　
　
　
』」
　（
受
け
の
か
っ
こ
類
が
連
続
し
た
も
の
）  
×

 』
 」

③
 分
離
禁
止
に
該
当
す
る
繋
ぐ
約
物
を

2
字
分
で
使
用
し

た
も
の

　
例
）
─
　（

2
字
分
の
ダ
ー
シ
）  

×
 ─

 ─

　
　
　
…
…
　（

2
字
分
の

3
点
リ
ー
ダ
ー
）  

×
 …

 …

④
連
数
字
（
ア
ラ
ビ
ア
数
字
・
半
角
も
の
）
の
間

　
例
）

01
23

45
67

89
 

×
 0

 1
 2

⑤
 ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
で
記
述
し
た
単
語
の
中
の
ア
ル
フ
ァ

ベ
ッ
ト
間

　
例
）

Ty
pe

 
×

 T
 y

 p
 e

　
①
②
は
、
そ
れ
ぞ
れ
区
切
る
役
割
を
果
た
す
約
物
な
の

で
、
区
切
る
方
に
対
し
て
、
反
対
側
の
文
字
と
は
必
ず
ベ
タ

組
み
に
し
ま
す
。
こ
れ
は
、
空
け
る
べ
き
で
は
な
い
箇
所
を

空
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
区
切
る
た
め
に
入
れ
た
は
ず
の
、

追
い
込
み
の
注
意
点

　
文
字
の
追
い
込
み
方
を
大
別
す
る
と
、

　「
文
字
間
の
ベ
タ
組
み
を
優
先
→
約
物
の
前
後
を
詰
め
る
」

　「
約
物
の
前
後
の
ア
キ
を
優
先
→
文
字
の
間
を
詰
め
る
」

と
い
う
二
つ
の
方
法
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
様
々
な
組
版
の
資
料
を
見
て
い
く
と
、「
文
字
の
間
の
ア

キ
は
詰
め
る
べ
き
で
は
な
い
」「
約
物
の
ア
キ
は
維
持
す
べ

き
」
と
、
様
々
な
意
見
が
錯
綜
し
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

　
し
か
し
、
一
つ
の
印
刷
物
の
中
で
、
文
字
種
の
バ
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
・
約
物
の
使
用
頻
度
が
多
け
れ
ば
多
い
ほ
ど
、「
文

字
間
の
ベ
タ
組
み
」「
約
物
の
前
後
の
ア
キ
」
の
両
立
は
、

不
可
能
に
な
る
と
言
っ
て
い
い
で
し
ょ
う
。
両
方
の
ア
キ
を

保
つ
の
で
あ
れ
ば
、
調
整
方
法
を
「
追
い
出
し
」
に
す
べ
き

な
の
で
、
こ
れ
よ
り
先
は
調
整
方
法
を
「
追
い
込
み
」
と
前

提
し
た
場
合
の
注
意
点
を
挙
げ
ま
す
。

【
追
い
込
む
際
の
注
意
点（
共
通
事
項
）】

①
句
点
・
ピ
リ
オ
ド
の
後
ろ
は
詰
め
な
い

　
例
）  
。
■
（
句
点
＋
文
字
）  

×
　
。■

　
今
回
の
取
材
に
使
用
し
た
資
料
で
は
、
新
旧
を
問
わ
ず
、

ほ
ぼ
す
べ
て
の
も
の
が
、「
句
点
・
ピ
リ
オ
ド
の
後
ろ
の
ア

キ
は
詰
め
な
い
」
と
し
て
い
ま
し
た
。
や
は
り
、
句
点
・
ピ

リ
オ
ド
は
区
切
る
約
物
の
中
で
、
も
っ
と
も
区
切
り
の
強
度

が
強
い
も
の
な
の
で
、
ど
ん
な
場
合
で
も
詰
め
る
べ
き
で
は

な
い
と
い
う
こ
と
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

【
約
物
を
詰
め
て
追
い
込
む
際
の
注
意
点
】

①
約
物
の
優
先
順
位
を
決
め
て
詰
め
る

②
前
後
に
ア
キ
が
あ
る
約
物
を
詰
め
る
場
合
は
均
等
に
詰
め
る

　
例
）
■
・
■

 
×

 ■
・
■

③
か
っ
こ
類
の
前
後
の
ア
キ
を
詰
め
る
場
合
は
均
等
に
詰
め
る

　
例
）
■「
■
」■

 
×

 ■
「
■
」■

　
な
お
、
ぶ
ら
下
げ
組
み
を
す
る
場
合
に
は
、
特
定
の
箇
所

に
の
み
適
用
す
る
の
で
は
な
く
、
一
つ
の
印
刷
物
を
通
し
て

ぶ
ら
下
げ
組
み
に
す
る
の
が
ル
ー
ル
で
す
。

　
ぶ
ら
下
げ
組
み
の
句
読
点
は
、
本
来
の
版
面
よ
り
も
半
角

分
は
み
だ
し
て
配
置
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
こ
の
際

に
、
そ
の
他
の
行
で
行
末
に
配
置
さ
れ
た
半
角
約
物
（
句
読

点
や
受
け
の
か
っ
こ
類
）
が
全
角
扱
い
で
配
置
さ
れ
た
場
合

に
は
、
ぶ
ら
下
げ
た
句
読
点
と

1
字
分
の
差
が
生
じ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

絶
対
的
な
ル
ー
ル
と
い
う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、「
揃

え
る
」
と
い
う
観
点
か
ら
す
る
と
、
こ
の
よ
う
な
版
面
の
凹

凸
を
防
ぐ
た
め
に
、「
ぶ
ら
下
げ
組
み
を
す
る
場
合
に
は
、

行
末
の
句
読
点
を
半
角
に
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
」
と
い
う

声
も
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
ぶ
ら
下
げ
組
み
に
は
、

「
行
末
に
配
置
さ
れ
た
句
読
点
は
、
す
べ
て
強
制
的
に
ぶ
ら

下
げ
る
」

「
行
内
に
収
ま
る
も
の
は
ぶ
ら
下
げ
な
い
」

と
い
う
二
つ
の
組
み
方
が
あ
り
、
強
制
の
ぶ
ら
下
げ
組
み
で

は
、
本
来
は
行
内
に
収
ま
る
は
ず
の
句
読
点
も
ぶ
ら
下
げ
と

な
り
ま
す
。
こ
の
時
に
は
、
追
い
出
し
と
同
じ
よ
う
に
、
対

象
と
な
る
行
の
字
間
が
空
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

■
 ■

 ■
 調
整
に
関
す
る
ま
と
め

 ■
 ■

 ■

　
様
々
な
調
整
方
法
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
し
た
が
、
い
ず
れ
の
調

整
方
法
も
行
長
な
ど
の
版
面
の
設
計
と
も
深
く
係
わ
っ
て
い
ま
す
。

と
い
う
の
も
、
行
長
が
長
い
と
い
う
こ
と
は
、

1
行
の
字
数
が
多
い

と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
字
数
が
多
け
れ
ば
調
整
に
使
え
る
箇
所
も
多

い
か
ら
で
す
（
例
え
ば
、
半
角
約
物
が
な
い
状
態
で
も
、

12
Q
の

1
字
分
を
追
い
込
む
場
合
に
、

1
H
ず
つ
詰
め
る
と
す
れ
ば
、
詰
め

る
と
こ
ろ
が

12
か
所
あ
れ
ば
い
い
こ
と
に
な
り
ま
す
）。

　
逆
に
行
長
が
短
け
れ
ば
、
調
整
に
使
え
る
箇
所
が
少
な
く
な
る
わ

け
で
す
か
ら
、
ほ
と
ん
ど
の
行
が
調
整
に
よ
っ
て
ば
ら
け
て
し
ま
う

と
い
う
よ
う
な
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
こ
の
場
合
に
は
調
整
方
法

を
考
慮
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
禁
則
を
緩
め
る
こ
と
も
視
野
に
入
れ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。
つ
ま
り
、
禁
則
の
す
べ

て
を
厳
格
に
守
る
こ
と
が
必
ず
し
も
正
し
い
と
は
限
ら
な
い
と
い
う

こ
と
で
す
。

　
こ
の
他
に
も
、

2
段
組
み
や

3
段
組
み
で
、
ぶ
ら
下
げ
組
み
を

適
用
す
る
場
合
に
は
、
段
間
が
そ
れ
に
耐
え
う
る
も
の
か
を
見
極
め

る
必
要
が
あ
る
な
ど
、
様
々
な
ケ
ー
ス
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
ら

の
調
整
に
係
わ
る
設
定
は
必
ず
版
面
の
設
計
と
セ
ッ
ト
で
考
え
る
必

要
が
あ
る
も
の
で
す
。

　
実
際
の
調
整
す
る
工
程
は
、
す
べ
て
機
械
的
に
自
動
処
理
す
る
の

が
望
ま
し
い
と
こ
ろ
で
す
が
、
す
べ
て
を
自
動
で
行
う
こ
と
が
現
状

で
は
難
し
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
今
後
す
べ
て
を
自
動
で
行

う
よ
う
な
、
素
晴
ら
し
い
シ
ス
テ
ム
が
実
現
し
た
と
し
て
も
、
ク
ラ

イ
ア
ン
ト
か
ら
は
「
ど
こ
か
で

1
行
詰
め
て
、
収
め
て
ほ
し
い
」

と
い
う
よ
う
な
要
望
を
受
け
る
こ
と
も
あ
る
で
し
ょ
う
。

　
組
版
を
す
る
上
で
、
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
は
「
自
動
で
正
し
い
調
整
が

さ
れ
る
設
定
に
な
っ
て
い
る
か
」
と
い
う
こ
と
に
も
、
気
を
配
る
必

要
が
あ
る
の
で
、
調
整
の
た
め
に
ど
の
よ
う
な
処
理
を
し
て
い
る
か

を
理
解
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

約
物
の
前
後
の
ア
キ
の
意
味
が
弱
く
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
を

防
ぐ
た
め
で
す
。

　
そ
れ
で
は
②
と
は
逆
に
、「
句
読
点
＋
起
こ
し
の
か
っ
こ

類
」「
受
け
の
か
っ
こ
類
＋
起
こ
し
の
か
っ
こ
類
」
と
い
う
よ

う
な
組
み
合
わ
せ
は
ど
う
す
る
の
か
と
い
う
と
、
こ
れ
ら
の

組
み
合
わ
せ
は
、
調
整
の
有
無
に
係
わ
ら
ず
、

　
□
□
□
、「
□
□
□
」（
□
□
□
）。
〈
□
□
□
〉

こ
の
よ
う
に
約
物
間
を
半
角
空
け
る
の
が
基
本
と
な
り
ま
す
。

　
③
は
『
役
割
か
ら
考
え
る
禁
則
』（

P
82

- 8
3）
で
も
、

ご
紹
介
し
た
よ
う
に
、

2
字
分
で
使
用
し
た
場
合
に
は
、
二

つ
で

1
字
分
と
い
う
扱
い
に
な
る
た
め
、
間
隔
を
空
け
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　
④
⑤
は
、
日
本
語
の
活
字
と
性
質
が
異
な
る
た
め
、
ア
ラ

ビ
ア
数
字
・
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
の
間
を
ベ
タ
組
み
に
し
ま

す
。
特
に
⑤
の
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
は
、
日
本
語
と
記
述
の
し

か
た
が
異
な
っ
て
お
り
、
分
か
ち
書
き
（
単
語
間
に
ス
ペ
ー

ス
を
入
れ
て
記
述
す
る
方
法
）
を
基
本
と
す
る
た
め
、
文
字

の
間
に
不
要
な
ア
キ
を
入
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
読
み
づ
ら

く
な
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

　
①
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
半
角
約
物
の
区
切
り
の
強
度
を
基
準

に
優
先
順
位
を
決
め
ま
す
。
区
切
り
の
強
度
が
強
い
約
物

（
。

 ．
「

 」
〝

 〞
〝

 〟
な
ど
）
の
ア
キ
を
極
力
保
ち
、
区
切

り
の
強
度
が
弱
い
約
物
（
・（

 ）
〈

 〉
な
ど
）
を
優
先
的
に

詰
め
て
い
き
ま
す
。

　
た
だ
し
、
前
述
し
た
よ
う
に
約
物
の
扱
い
方
は
出
版
社
や

書
籍
ご
と
に
異
な
る
場
合
が
あ
る
の
で
、
断
定
的
に
優
先
順

位
を
決
め
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
特
に
約
物
の
種
類
が
豊

富
に
使
わ
れ
て
い
る
よ
う
な
特
殊
な
内
容
の
も
の
や
、
新
規

の
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
と
の
仕
事
に
お
い
て
は
、
事
前
に
打
ち
合

わ
せ
を
し
、
約
物
の
扱
い
方
を
明
確
に
す
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

　
②
③
は
、
約
物
の
役
割
と
い
う
観
点
だ
け
で
な
く
、
見
た

目
か
ら
言
っ
て
も
均
等
に
詰
め
る
べ
き
で
す
。

【
文
字
間
を
詰
め
て
追
い
込
む
際
の
注
意
点
】

①
文
字
同
士
が
く
っ
つ
い
て
し
ま
う
ほ
ど
詰
め
て
は
い
け
な
い

②
か
な
の
多
い
行
を
優
先
的
に
詰
め
る

　
①
は
、
大
前
提
と
も
言
え
る
も
の
で
、
文
字
同
士
が
く
っ

つ
い
て
し
ま
う
く
ら
い
な
ら
、「
追
い
出
し
」
に
し
て
文
字

間
が
ば
ら
け
て
し
ま
う
方
が
、
見
や
す
い
で
し
ょ
う
。

　
②
は
、
本
誌

3
号
（『
和
文
書
体
の
基
礎
知
識
・
ス
タ
イ

ル
』

P
38
）
で
も
ご
紹
介
し
た
内
容
に
基
づ
き
ま
す
。
漢

字
に
比
べ
る
と
、
か
な
の
文
字
は
余
白
が
多
い
の
で
、
詰
め

る
こ
と
が
可
能
な
ア
キ
も
多
い
た
め
で
す
。

【
す
べ
て
の
方
法
に
共
通
す
る
注
意
点
】

　
ど
の
調
整
方
法
に
お
い
て
も
、
段
落
先
頭
の
１
字
下
げ
の

部
分
を
詰
め
た
り
、
空
け
た
り
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
必
ず

本
文

Q
数
の
全
角
ア
キ
を
保
つ
よ
う
に
し
ま
す
。

　
大
別
的
に
で
は
あ
り
ま
す
が
、「
追
い
出
し
」
と
「
追
い
込
み
」
の
調
整
の
注
意
点
に
つ
い
て
ま
と
め
て
み
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
調
整
方
法
に
お
け
る
優
先
順
位
（
文
字
と
約
物
の
ど
ち
ら
を
優
先
し
て
詰
め
る
の
か
、
ま
た
ど
の
約
物
を
優
先
的
に

詰
め
て
い
く
の
か
）
は
一
つ
の
印
刷
物
の
中
で
一
貫
し
た
も
の
に
す
る
の
が
鉄
則
で
す
。

　
こ
れ
は
組
み
方
を
揃
え
て
見
た
目
を
綺
麗
に
す
る
と
い
う
だ
け
で
は
な
く
、
作
業
上
の
効
率
と
い
う
観
点
か
ら
言
っ
て
も
、
統

一
す
る
べ
き
で
し
ょ
う
。
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行に端数が生じるとは？

　「行に端数が生じる」とは、どういうことなのでしょうか。

　本誌 1号・2号で学習したように、特に文字を中心とした

ページ物の組版では、あらかじめ本文Q数を決め、本文Q数

の「○字詰め」という形で版面の設計をします。

　例えば、

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

↑このように、すべての行が設定した字詰めにぴったりと収ま

るのであれば、なんの苦労もありません。

　しかし、

「□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 

↑このように、半角約物が一つだけあって、なおかつ、その約

物を半角扱いにする場合には、字詰めが本文Q数の整数倍で

収まらない状態（上記の例だと本来 28字入るべきところが、

27.5字となっています）になります。このような状態を指し

て「端数が生じる」と表現しています。

　それでは、このように「行に端数が生じる要因」としては、

どのようなものが考えられるでしょうか。

The Scenes 
I want you to control
行に端数が生じる要因
「追い出し」「追い込み」「ぶら下げ組み」といった調整方法は、単純に「禁則処理の方法」と説明されることもあ

りますが、行の調整が必要になるのは、約物を使った場合に限ったことではありません。調整が必要になるケース

には、どのようなものが考えられるかを探ってみましょう。

QUESTION

1
疑　問

行に端数が生じる要因として考えられるもの

❶半角約物を半角扱い（前後にアキを入れない状態）で配置し、なおかつその数が奇数の場合

❷ アルファベットやアラビア数字（半角もの）を配置した場合

❸ ルビ（振り仮名）の関係で親文字（振り仮名を振られている元の文字のこと）側にアキを必要とする場合。  

または分離禁止となって禁則処理を適用した場合

❹本文の文字と異なるサイズの文字を配置した場合

❺禁則処理を適用した場合

　この他にも端数が生じるケースがあるかもしれませんが、簡単にまとめると、上記のようなパターンが考えられます。

それぞれの要因についても詳しく見ていきましょう（⑤については、前項で詳しく解説しているので、そちらをご覧くだ

さい）。

　このように見ていくと、行の調整を必要とするケースは禁則処理以外にもたくさんあるこ

とが分かります。「可読性」という観点からすると、すべての文字をベタ組みにするのが理

想的ですが、どんな性質の印刷物であっても、長文の文字組みがそこにある限り、なんらか

の事情で行の調整が必要になるでしょう。

　重要なのは、原稿や紙面の設計から、これらの端数が生じる条件がどの程度出てくるのか

を見極め、その内容に合った禁則や調整方法を選択するということです。ANSWER
4
回　答

FACTOR

2
要　因

　❶は「段落先頭のかっこ類を 1字下げする際に、かっこ類を半角扱いとする場合」

「行頭・行末の半角約物を半角扱いとする場合」に多く見られます。

　そもそも、なぜ段落先頭のかっこ類や、行頭・行末の半角約物を半角扱いにするの

でしょうか。これは約物の役割という観点から言っても、これらの約物の前後には区

切るべき文字がないので、「不要なアキを入れない」という意味で捉えることもでき

ます。しかし、これはどちらかというと、

　「段落の見た目を 1字アキにする」「行頭・行末を版面に揃える」

というように、「見た目を揃える」という観点から、約物を半角扱いにしているものです。

　この調整を回避できる組み方として、すべての半角約物を全角扱いで配置するとい

う方法もあります。この場合には、

　「段落先頭のかっこ類が 1.5字分下げ」「行頭のかっこ類が半角下げ」「行末の半角約物が半角上げ」

という状態になります。こういう組み方もありえますし、間違いではないのですが、「揃える」という観点からすると、

やはり半角にしたいところですね。この関係は、

　「見た目を揃える」→「文字がベタ組みにならない」：「文字のベタ組みを維持」→「見た目が揃わない」

というような関係で捉えることができます。これはどちらかを優先し、どちらかを妥協するという、二者択一の問題であ

り、どちらの選択肢も間違いではありません。むしろ、両立は不可能だと考えるべきです。

　❷は、日本語の活字とボディの幅が異なるために端数が生じます。ただし、アラビア数字は縦組みにした場合、縦方向

に配置されるため、このパターンから除外されます。

　❸は、ルビが親文字より長い場合に、親文字と隣り合った文字にルビを掛けない組み方をすると、親文字側の前後にア

キが必要となります。

　また、「明
あした

日」などのように、ルビを切ることができない単語の場合（この時のルビを「グループルビ」と言います）、

この単語は分離禁止となるので、これらも端数を生む要因の一つと言えます。

　❹は、本文と異なるQ数の文字を配置した場合に限らず、例えば、注（本文中の専門用語などに対して、補足的な内

容を本文とは別扱いで記載したもの）を入れるために、上付き文字（1 ※ 注 など）や下付き文字（1 ※ 注 など）を使用した

場合なども含まれます。

RESEARCH

3
探　究

（□□□）□□□□（□□□
□□□）□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□

❶ □□□ abc efg□□□□
1234□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□

❷ □ □
●●●

□□□□□□□□
□
●●●●●

□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□

❸

□□□□□□□□□□□□
□□□1□□□＊□□□□
□□□□□□□□□□□□

❹ □□□□□□□□□□□
（□□□□□□□□□□
……□□□□□□□□□□

❺



調 整 の 必
要 性 を 考

察 す る
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本
誌 1号の『組版におけるアキの意味を考える』

（P 8-9）では、「一つの枠の中できっちり揃える」

というのが日本の組版らしい考え方だと述べまし

た。これは、欧文の組版に見られるラグ組み（行頭のみを揃

え、行末を揃えない組み方）と比較して感じたことを述べた

ものですが、これまでの学習で得た材料をもってすれば、さ

らに内容を深めることができます。

　1号では、この他にも『活字の構造。』（P 6-7）で、日本

語の活字は、正方形のマスの中に収めるようになっているこ

とを学習しました。これほど、一つの枠の中できっちり揃え

る組版に適した設計はないと言える構造です。それでは、な

ぜ揃える必要があるのでしょうか。

日
本語の活字を作った方が、どこまで利便性を考え

て作ったのかは分かりません。また、こういった

技術は何気なく見ていると、特別なものを感じる

こともないでしょう（そういった「感じさせない」ところ

も、また、組版の本質とするところでもあるとは思いますが）。

　しかし、こうやって様々な要素を丁寧に分析していくと、

日本の組版がめざした「機能美」のようなものが多分に感じ

られます。まさしく、古来からの日本の文化が詰まった、世

界に誇れる財産の一つと言って良いでしょう。

　これまでの学習を通じて、多くの「優れた先人の恩恵」を

受けて、このような「素晴らしい技術」を使わせていただい

ているのだということがよく分かり、感慨深く感じます。

複
数の行頭と行末を揃えるということは、どちらか

といえば可読性に係わる内容ではなく、見た目を

美しくしたいということだと思われます（金属活

字の時代においては、作業上の効率を考えて作られた形だと

いうことも想像できますが）。このような観点からすると、

日本語の活字は正方形で統一されているので、やはり「揃え

る」という作業が非常にやりやすいものになっています。

　なおかつ、複数の文字種（漢字、ひらがな、カタカナ、ア

ルファベット、アラビア数字）を扱うことによって、組む上

では複雑さも増しますが、4号の『欧文書体の基礎知識・イ

タリック体』（P 62）でも学習したように、他の言語に比べ

て、単語が視覚的に見分けやすくなっています。そして、複

数の文字種があるおかげで、多少文字の間隔が変わっても、

読めないことはありませんから、これも「揃える」作業がし

やすい条件の一つと言って良いでしょう。

約物が一般化していない大正時代の組版を再現したもの。すべての字間
を 4分アキとし、句読点を字間に配置している。この組み方が現存して
いないことを考えると、現状の組版の形が日本語組版の完成系で、今後
も変わることがないのではないだろうか

謎
を解く鍵は、3号や 4号で学習した書体の作り、

言い換えると「文字」の作りにありました。3号

では「可読性に優れた書体は、漢字とかなのサイ

ズに差がある」ということを学習しました。これは、漢字と

かなのコントラストによって、文中にある単語とその構成が

掴みやすくなるからです。

　こう考えると、そのコントラストがもっとも有効になるの

は、活字の間隔を空けずに並べた状態、つまり「ベタ組み」

が、日本語にとっては、もっとも可読性の高い組版と言える

わけです。

　ベタ組みを維持しつつ、さらに複数の行頭と行末を揃える

形を目指したことが、日本語の組版の複雑さに繋がっていま

すが、それと同時に、ここからは日本語の組版の素晴らしさ

も感じ取ることができないでしょうか。
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